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第１章 調査の目的と内容 
１－１ 調査の目的 

京丹波町では、畑川ダム事業の竣工に伴い水没する町道 235 号線の付替、拡幅改良事業を

国庫補助事業として推進しているが、今年度で事業採択後 10年が経過することから、事業再

評価の実施が必要となっている。 

こうした状況を受け、本業務では、町道２３５号線の付替・拡幅事業を対象とし、事業再評

価に必要な将来交通量推計、費用便益分析、定量的整備効果指標の算出を実施した上で、事業

再評価に必要な資料を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １-1 対象路線 町道２３５号線 

 

町道２３５号線 

Satoshi-Yamauchi
長方形
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１－２ 調査の内容 

（１）交通量配分  

費用便益分析を行うに関しては、当該事業の整備ケース及び未整備ケースの将来交通量が必

要となる。そのため、平成 17年度道路交通センサスベース平成 42年度将来ＯＤ表を用いて、

事業区間周辺の将来交通量予測について、事業区間の整備ケース及び未整備ケースの配分を行

う。 

将来交通量推計で使用する上記データのゾーン及び道路ネットワークについては、適切なゾ

ーニング、ネットワークの構築を検討する。 

また、将来交通量推計を行う際には、平成 17年度センサスＯＤ表を用いて現況再現配分を

行い、ネットワーク条件及び交通量配分が適切であることを確認する。 

 

（２）費用便益分析 

費用便益分析とは、事業実施によって生ずる便益（時間短縮、経費減少、事故減少）、及び

事業の実施と供用後の維持管理に要する費用（建設費、用地費、維持管理費）の現在価値をそ

れぞれ算出し、これより費用便益比（便益／費用）を求めるものである。 

便益の算出は、上記(1)の将来交通量予測結果を用いて行い、費用のうち事業費（用地費含

む）は過去の投資実績及び今後の投資計画に従って設定し、維持修繕費は類似路線における維

持修繕費（キロ当たり単価）及び事業延長により設定する。 

分析手法は、国土交通省道路局・都市･地域整備局が策定した『費用便益分析マニュアル』

に準拠する。 

 

（３）定量的整備効果指標の算出 

上記(1)で推計した将来交通量を用いて、渋滞損失や大気質の改善効果など、当該事業区間

の定量的評価指標の算出を行う。 

定量的評価指標の算出手法は、国土交通省道路局が策定した『主要指標現況値算出マニュア

ル（案）』及び『客観的評価指標の定量的評価指標の算出手法（案）』に準拠する。 

 

（４）事業再評価のための説明資料の作成 

上記(1)～(3)の算出結果、事業区間の効果等を整理し、事業再評価のための説明資料を作成

する。 
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図 １-2 作業フロー 
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第２章 将来交通量推計の方法 
２－１ 交通量推計の流れ 

本業務の推計交通量は国土交通省において推計された平成 17 年センサスベース平成 42 年

Ｂゾーン間ＯＤ表を用いて対象地域について推計したものである。 

本業務における検討対象地域は京都府全域であるが、この対象地域内の交通量を推計するに

当たっては、近畿圏全域における現実の道路網と概ね対応し、全国を対象とする道路ネットワ

ークを利用し、将来交通量を推計している。 

この作業の全体フローは図 ２-1 将来交通量推計の全体フローに示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-1 将来交通量推計の全体フロー 
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図 ２-2 将来交通量推計作業の詳細フロー 
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２－２ 交通量推計の前提条件 

（１）ゾーンの設定 

将来交通量を推計するにあたって、対象地域ゾーンは平成 17年度道路交通センサスのＢゾ

ーン以下のゾーニングとし、地形、人口集積、道路網等を考慮して、事業対象地域の将来交通

量を検討する上で妥当と考えられる粗さに分割した。また、対象地域外については、道路交通

センサスＢゾーンを適宜に集約した。 

以上の結果、対象地域内外におけるゾーン数は以下のようになった。 

京都府 

京都府下 

京都市 

361ゾーン 

217ゾーン 

144ゾーン 

京都府以外近畿 227ゾーン 

近畿外 32ゾーン 

合計 620ゾーン 

表 ２-1 ゾーン分割状況 

 

市町村名 

近畿 

Ｂゾーン数 

本業務での 

ゾーン数 

  

市町村名 

近畿 

Ｂゾーン数 

本業務での 

ゾーン数 

宮津市    ３    ７  木津町    １   １４ 

京丹後市    ６   １９  加茂町    １    ４ 

舞鶴市    ７   ２０  精華町    １    ７ 

福知山市    ６   １２  京都市北区    ３   １１ 

綾部市    ４   １１     上京区    ２    ５ 

亀岡市    ３    ９     左京区    ４   ２０ 

向日市    １    ７     中京区    ４    ８ 

長岡京市    ２   １２     東山区    ２    ５ 

八幡市    ２    ９     下京区    ７   １２ 

宇治市    ６   １３     南区    ５   １５ 

城陽市    ２    ４     右京区    ５   ２３ 

京田辺市    ２    ９     山科区    ２    ８ 

加悦町    １    ２     伏見区    ６   ２１ 

岩滝町    １    １     西京区    ２   １６ 

伊根町    １    ２  京都市合計   ４２  １４４ 

野田川町    １    ２  京都府合計  １１１  ３６１ 

夜久野町    １    ２  福井県  １１４   １２ 

大江町    １    ３  滋賀県   ７８   ４３ 

三和町    １    ２  大阪府  １９１   ８２ 

丹波町    １    ２  兵庫県  ２３１   ５２ 

瑞穂町    １    ２  奈良県   ６４   ３１ 

和知町    １    ２  和歌山県   ７１    ７ 

日吉町    １    ３  近畿合計  ７４９  ２２７ 

美山町    １    ４  その他西日本  ２４０   １２ 

園部町    １    ６  その他東日本   ４５   ２０ 

八木町    １    ６  総合計 １１４５  ６２０ 

大山崎町    １    ３  

久御山町    １    ５  

井手町    １    ２  

宇治田原町    １    ３  

笠置町    １    ２  

和束町    １    １  

南山城村    １    ３  

山城町    １    ２  
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図 ２-3 ゾーニングの考え方 
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表 ２-2 ゾーン区分（センサスＢゾーンとの対応表） 
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図 ２-4 配分対象ゾーン：福井県 
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図 ２-5 配分対象ゾーン：滋賀県 
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図 ２-6 配分対象ゾーン：京都府北部 
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図 ２-7 配分対象ゾーン：京都市 
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図 ２-8 配分対象ゾーン：京都府南部 
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図 ２-9 配分対象ゾーン：大阪府（大阪市は次頁） 
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図 ２-10 配分対象ゾーン：大阪市 
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図 ２-11(8) 配分対象ゾーン：兵庫県 
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図 ２-12 配分対象ゾーン：奈良県 
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図 ２-13( 配分対象ゾーン：和歌山県 
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